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148 7　力のつり合い

7
1  力の表し方
⑴　作用点　物体に力がはたらいている点。

＊作用　物体に力がはたらくこと。

⑵　作用点が1点だけではない力

●力が平面にはたらく場合　摩擦力や垂直

抗力のように、物体の面に力がはたらく

ときは、その面の中心に作用点があると

考える。資料 1

●力が物体全体にはたらく場合

①重力　物体の中心（正確には重心）に作用点があると考える。資料 2

②磁力や電気の力　磁石などに最も近い点または物体の中心を作用点と考える。

⑶　力の3要素　力のはたらきを決める 3つの要素。力の大きさ・力の向き・作用点。

＊作用線　作用点を通り、力の方向に引いた直線。作用点を同じ作用線に沿ってほかの点に移しても、力

のはたらきは同じである。

⑷　力の表し方　物体にはたらく力は、力の 3要素を表すた

めに、矢印を使って次のように表す。資料 3

①作用点を矢印の始点にとる。

②力の向きに矢印をかく。

③力の大きさに比例するように矢印の長さをとる。

2  ２力のつり合い
⑴　２力がつり合っているとき　１つの物体に２つの力がはたらいていても、その物体が静止していて動か

ないとき、２つの力はつり合っている。

⑵　２力のつり合いの条件　次の①～③が成り立つ

とき、１つの物体にはたらく２つの力はつり合っ

ているといえる。資料 4

① 2力が一直線上にある。

② 2力の向きが反対である。

③ 2力の大きさが等しい。

⑶　つり合う２つの力　資料 5

　①重力と垂直抗力

＊図では、物体にはたらく重力と机から物体に

はたらく垂直抗力がつり合っている。

　②押す力と摩擦力

＊図のように、物体を押す力と摩擦力がつり

合っているとき、物体は静止したままである。

⑷　つり合う条件からわかること　2力がつり合っ

ているとき、1つの力がわかると、もう一方の力

も知ることができる。

木片垂直抗力

作用点摩擦力

運動の向き

平面にはたらく力の作用点資料 1

作用点

糸

おもり

重力

重力の作用点資料 2

力の大きさ

作用点

作用線

力の
向き

力の 3要素と矢印資料 3

つり合う２力の関係資料 4
向きが反対

大きさが等しい

一直線上にある

２力のつり合いの例資料 5
垂直抗力

手が押す力

重力

摩擦力
机 重力

弾性力

ばね

＊物体によって机が
　押され、机がわず
　かに変形する。こ
　の変形した机がも
　とにもどろうとし
　て、物体を垂直に
　押し返すような力
　がはたらく。

＊物体が静止してい
　るときに、２力は
　つり合っている。

＊変形したばねがも
　とにもどろうとし
　てはたらく。

＊手が押す力に逆らうように、
　机から物体に力がはたらく。

力のつり合い
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1497　力のつり合い

確認問題
学習内容▶ 学習日▶　　 /力を矢印で表す方法や2力のつり合いについて

学習します。

1  力の表し方
□⑴　図 1は、水平面上を運動している木片に面からはたらく力Ａ、Ｂを

表したものである。

□①　水平面から木片にはたらく力Ａ、Ｂをそれぞれ何というか。

 Ａ［　　　　　　　　］　Ｂ［　　　　　　　　］

□②　力Ａ、Ｂの木片へのはたらき方についてどのようなことがいえる

か。次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　力Ａ、Ｂは、点Ｘだけにはたらいている。

イ　力Ａは点Ｘだけにはたらいているが、Ｂは木片の底面全体にはたらいている。

ウ　力Ａは木片の底面全体にはたらいているが、Ｂは点Ｘだけにはたらいている。

エ　力Ａ、Ｂは木片の底面全体にはたらいている。

□③　点Ｘのことを何というか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　図 2は、糸でつり下げられたおもりにはたらく重力を表したものである。

□①　重力のおもりへのはたらき方についてどのようなことがいえるか。次のア～エ

から 1つ選びなさい。   ［　　　］

ア　おもりの下の面だけにはたらく。　　イ　おもりの上下の面だけにはたらく。

ウ　おもりの表面全体だけにはたらく。　エ　おもり全体にはたらく。

□②　おもりにはたらく重力の作用点は、おもりのどこにしてかけばよいか。 ［　　　　　　　　］

□⑶　物体にはたらく力は、図 3のように力の矢印を使って表すことができ

る。図のP～Rは力の 3要素のうち何を表しているか。

 Ｐ［　　　　　　　　］　Ｑ［　　　　　　　　］　Ｒ［　　　　　　　　］

2  ２力のつり合い
□⑴　次の問いに答えなさい。

□①　机の上に静止した物体があるとき、物体にはたらく重力とつり合いの関係にある力は何か。

 ［　　　　　　　　］

□②　机の上の物体を横から押したときに、物体を押す力と、ある力がつり合いの関係にあると、物体は静

止したままである。このとき、物体を押す力とつり合いの関係にある力は何か。 ［　　　　　　　　］

□⑵　次の①～③は、２力のつり合いの条件である。空欄にあてはまる語句をそれぞれ答えなさい。

□①　２力が（　　　　　）にある。 ［　　　　　　　　］

□②　２力の（　　　　　）が反対である。 ［　　　　　　　　］

□③　２力の（　　　　　）が等しい。 ［　　　　　　　　］

□⑶　右の図は、２kgのおもりを、Ａ、Ｂは糸でつり下げ、Ｃ

は手で支えているところを表している。ただし、100 ｇの物

体にはたらく重力の大きさを 1Ｎとし、作図するときは 10

Ｎを 1cmとしてかき入れること。

□①　図のＡに、「おもりにはたらく重力」をかき入れなさい。

□②　図のＢに、「①とつり合う力」をかき入れなさい。

□③　図のＣに、「手がおもりを支える力」をかき入れなさい。

木片
　A

XB

運動の向き

図 1

糸

おもり

重力

図 2

P
Q R

図 3

Ａ ＣＢ

天井

おもり おもりの
中心

糸

手
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150 7　力のつり合い

練成問題

1  図 1 のように、ばねに糸で物体を
つり下げたところ、ばねは 4cmの

びて静止した。また、図 2は、いろ

いろな質量のおもりをつり下げたと

きの、このばねののびを表したもの

である。次の問いに答えなさい。た

だし、100gのおもりにはたらく重

力の大きさを 1Nとする。

□⑴　このばねから糸を通して物体に加えられた力の大きさは何Nか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　図 1の物体にはたらく重力と、糸から物体に加えられる力を、図 3に矢印で表しなさい。ただし、図 3

の方眼の 1目盛りは 0.1Nを表すものとする。

2  地面の上で自動車のタイヤが回転すると、タイヤには地面から
その回転（運動）をさまたげる力がはたらく。次の問いに答えなさ

い。

□⑴　地面からはたらく、タイヤの運動をさまたげる力を何という

か。 ［　　　　　　　　］

□⑵　地面からはたらくタイヤの運動をさまたげる力の向きはどう

なるか。図の点Ｐから矢印でかきなさい。ただし、矢印の長さは向きがわかる程度でよい。

3  おもりをつるしたばねを天井からつるすと、おもりは右の図のように静止した。
図のＡ～Ｄの矢印は、このときにはたらいている力を表している。次の問いに答

えなさい。

□⑴　図のＡ～Ｄの表す力を、「天井」「ばね」「おもり」のうち必要な語句を使って、

何から何にはたらく力か、それぞれ答えなさい。

 Ａ［　　　　　　　　　　　　　　　］　Ｂ［　　　　　　　　　　　　　　　］

 Ｃ［　　　　　　　　　　　　　　　］　Ｄ［　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑵　図のＡ～Ｄのうち、つり合っている２力を選びなさい。 ［　　　と　　　］

4  右の図のように、水平な床に置いた物体に糸をつけ、床に沿って
糸を引いたところ、物体は動かなかった。次の問いに答えなさい。

ただし、力Ａ～Ｆは、このとき物体や糸にはたらいていた力を表し

ていて、そのうち２組の２力がつり合っていた。

□⑴　図のＡ～Ｄの表す力を、「物体」「糸」「床」のうち必要な語句を

使って、何から何にはたらく力か、それぞれ答えなさい。

 Ａ［　　　　　　　　　　　　　　　　　］　Ｂ［　　　　　　　　　　　　　　　　　］

 Ｃ［　　　　　　　　　　　　　　　　　］　Ｄ［　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑵　力Ａ～Ｆのうち、つり合っているものはどれか。２組答えなさい。 ［　 　と　 　］［　 　と　 　］

□⑶　図の力Ｆの大きさが２Ｎのとき、物体にはたらく摩擦力の大きさは何Ｎか。 ［　　　　　　　　］

図 1 図 2 図 3

おもりの質量〔g〕

〔cm〕

ば
ね
の
の
び

物体

ばね

糸 0
0
4
8
12
16
20

20 40 60 80 100

回転の向き

P
地面

A

B

おもり
C

D

ばね

天井

Ｃ

物体

Ｂ

Ａ

Ｅ

糸

Ｄ

手

Ｆ床
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1517　力のつり合い

復 習 問 題 学習日▶　　  /

1  次の問いに答えなさい。
□⑴　作用または、作用をふくむ語句の意味を表にまとめなさい。

□⑵　力の矢印が表すものは何か。表にあてはまる語句を入れてまとめなさい。

2  右図のように水平な台の上で木片に糸をつけ、2Nのおもりで糸を
水平に引いたところ、木片は静止したままだった。図の方眼の 1目盛

りは 1Nを表している。

□⑴　糸が木片を引く 2Nの力を作図しなさい。

□⑵　台から木片にはたらく 2Nの摩擦力を作図しなさい。

3  次の問いに答えなさい。
□⑴　次の（　　　）にあてはまる語句を入れて、２力のつり合いの条件をまとめなさい。

□①　２力が（　　　　　　　　）にある。

□②　２力の向きが（　　　　　　　　）である。

□③　２力の大きさが（　　　　　　　　）である。

□⑵　次の図の（　　　）にあてはまる語句を入れて、２力のつり合いについてまとめなさい。

語句 意味

作用 ①

作用点 ②

作用線 ③

表すもの

矢印の長さ ①

矢印の向き ②

矢印の始点 ③

木片

台
おもり

糸

物体を引く力

２力の（②　　　　　　　　）が等しい。

（⑤　　　　　　　　）

２力は（④　　　　　　　　）にある

２力の（③　　　　　　　　）が反対である。

（①　　　　　　　　）の物体にはたらく。

（⑥　　　　　　　　）

（⑦　　　　　　　　）

SAM
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●重要図解整理

◆　身の回りの物理現象のまとめ

光
の
反
射
・
光
の
屈
折

凸
レ
ン
ズ
に
よ
る
屈
折
・
凸
レ
ン
ズ
に
よ
る
像

音
の
性
質
①

水，ガラス

光

光

▼光の反射・屈折・全反射

現象名

空気

① ②

④

⑤ ⑥

③

▼物体が焦点の外側にあるときの像 ▼物体が焦点の内側にあるときの像

物体 物体

像の種類

像の種類

①

②

③

⑥

⑤

④

▼モノコードの弦の振動と音

弦を強くはじく。 が大きい。①

②

弦を弱くはじく。 ③

④い音。

が小さい。

い音。

弦が短い。 ⑦

⑧

が多い。

い音。

弦を弱く張る。 ⑪

⑫

が少ない。

い音。

弦が細い。 ⑮

⑯

が多い。

い音。

弦が長い。 が少ない。

が少ない。

⑤

⑥ い音。

弦を強く張る。 が多い。⑨

⑩ い音。

弦が太い。 ⑬

⑭ い音。

◆ 身の回りの物理現象のまとめ
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153◆　身の回りの物理現象のまとめ

＊図の にあてはまる語句を入れて、「身の回りの物理現象」について整理しなさい。

音
の
性
質
②

力
の
つ
り
合
い

▼音の大小と高低

が多い

小さく高い音

小さく低い音

大きく高い音

大きく低い音
が少ない

が小さい が大きい

① ③

②

④

矢印の向き…力の

矢印の長さ…力の

矢印の始点… 　　　　　　　　　　　 線

　上にある。

→力の矢印は，

…単位

▼力の矢印と力の 3要素

②

③

④⑤

①

物体を引く力

▼２力のつり合い

⑦ 。２力の大きさは

⑨

⑪

上にある。２力は

⑧

⑫

である。２力の向きは

⑥ の物体にはたらく。

⑩

SAM
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154 ◆　身の回りの物理現象のまとめ

●基本事項の確かめ

◆　身の回りの物理現象のまとめ

【光の反射】

□①　光がいろいろな空間をまっすぐに進むことを、光の何というか。

□②　光は 1秒間に約何km進むか。

□③　「光の入射角と反射角が等しい」ことを、光の何の法則というか。

【光の屈折】

□①　異なる種類の物質でできた物体に光が曲がって進む現象を、光の何というか。

□②　光ファイバーに応用されている現象を何というか。

【凸レンズによる屈折】

□①　レンズの軸を何というか。

□②　レンズの軸に平行な光を凸レンズに当てると光が集まる点を何というか。

□③　凸レンズを通過して直進する光は、凸レンズのどこに向かって入射したものか。

【凸レンズによる像】

□①　実際に光が集まってできる像を何というか。

□②　鏡にうつって見える像や、ルーペで拡大して見える像を何というか。

【音の性質】

□①　音のように、振動が次々と伝わる現象を何というか。

□②　音の大きさを大きくするには、音の何を大きくすればよいか。

□③　音の高さを高くするには、音の何を多くすればよいか。

□④　振動数の単位は何か。

【力のはたらき】

□①　物体をある面に置いたとき、面に接した物体が面から受ける力を何というか。

□②　ふれ合っている物体の間に生じる、物体の動きをさまたげる力を何というか。

□③　地球からすべての物体にはたらく、地球の中心に向かって引く力を何というか。

□④　上皿てんびんではかることのできる、物質そのものの量のことを何というか。

□⑤　ばねばかりではかることのできる、物体にはたらく重力の大きさを何というか。

□⑥　力の大きさを表す単位は何か。

□⑦　ばねののびはばねの弾性力に比例する。これを何の法則というか。

【力のつり合い】

□①　物体に力がはたらいている点を何というか。

□②　力の大きさ・力の向き・作用点の 3つをまとめて何というか。

□③　力の矢印の長さは何に比例させるか。

□④　1つの物体に 2つの力がはたらいて動かないとき、2つの力はどのようになっ

ているというか。

□⑤　物体を机の上に置いたとき、物体にはたらく重力とつり合う力は何か。

①

②

③

①

②

①

②

③

①

②

①

②

③

④

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

④

⑤
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155◆　身の回りの物理現象のまとめ

●記述の練習

◆　身の回りの物理現象のまとめ

【光の反射】

□①　光の反射の法則とはどのようなことか。次の書き出しに続けて簡単に書きなさい。

光が反射するとき、

□②　光の反射の法則が成り立っているのに、どの方向からも物体が見えるのはなぜか。簡単に書きなさい。

【光の屈折】

□①　光が空気から水へ進むときに全反射が起こらないのはなぜか。「屈折角」という語を用いて書きなさい。

【凸レンズによる屈折】

□①　焦点を通って凸レンズに入射した光は、屈折後どのように進むか。「光軸」という語を用いて書きなさい。

【凸レンズによる像】

□①　凸レンズで物体を拡大して見るときは、物体をどのような位置に置けばよいか。15 字以内で書きなさい。

【音の性質】

□①　モノコードの弦をはじいたときに出る音を高くする方法を 1つ、15 字以内で書きなさい。

□②　打ち上げ花火を遠くで見ていると、光が見えてから音が聞こえるまでに、少し時間がかかる。この理由

を簡単に書きなさい。

【力のはたらき】

□①　摩擦力とはどのような力か。次の書き出しに続けて、簡単に書きなさい。

物体どうしがふれ合う面ではたらき、 

【力のつり合い】

□①　力の矢印の長さはどのようにとればよいか。「比例」という語を用いて 15 字以内で書きなさい。

□②　1つの物体にはたらく 2力のつり合いの 3つの条件を書きなさい。
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●作図の練習

◆　身の回りの物理現象のまとめ

【光の反射】

□①　窓ガラスを見ると、照明がうつって見えた。

このとき、照明から出た光が、窓ガラスで反射

して目に入るときの道すじを図 1にかき入れな

さい。

□②　図 2のように、2枚の鏡を直角に合わせて床

に立て、2枚の鏡の合わさった部分の正面に、

9時を示している時計を置いた。時計の後方か

ら見て、鏡にうつった像の長針のようすを矢印

で、短針のようすを矢印 で、かき入れ

なさい。

□③　図 3は、直角に立てて置いた 2枚の鏡Ａ、Ｂ

と光源装置から出た光が鏡Ａに当たるまでの道

すじを表したものである。光が鏡Ａに当たった

あとの道すじをかき入れなさい。

図 1

照明

目

窓
ガ
ラ
ス

図 2　

鏡 鏡

時計

図 3 鏡Ａ

鏡
Ｂ

【光の屈折】

□①　図 1の点Ａから、水中の点Ｂにある物体を見

たとき、点Ｃの位置にあるように見えた。この

ときの光の道すじを点Ｂから点Ａに向かって矢

印で示しなさい。

□②　水平面上にガラスでできた直方体を置き、面

Ａに対して、入射角 45°で光を入射させたとこ

ろ、図 2のように面Ｂで全反射して面Ｃに進ん

だ。このとき、面Ｃに到達した光の一部は屈折

してガラスの外に出た。面Ｃから外に出た光を

作図しなさい。ただし、図 2の角度の目盛りは

1目盛り 15°である。

□③　半円形レンズにＰからＯに向けて光を当てた

ところ、Ｑ、Ｒの 2つの道すじに分かれて進ん

だ。図 3のＱからＯに向けて光を当てると、光

はどのように進むか。Ｐから当てたときの道す

じにならって 2つの光の道すじをかき入れなさ

い。

図 1

水

空気

Ｂ

Ａ

Ｃ

図 2
ガラス

45°

スリット

角度の目盛り

面Ａ 面Ｂ 面Ｃ

図 3

半円形
レンズ

P

O

R

Q

O
Q
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157◆　身の回りの物理現象のまとめ◆　身の回りの物理現象のまとめ

【凸レンズによる像】

□①　図 1は、はっきりした矢印の像がスクリーン

にできたときの、矢印、凸レンズ、スクリーン

の位置を模式的に表したものである。この凸レ

ンズの焦点を作図により求め、図 1の中の軸上

に、黒丸（●）で 2か所かきなさい。ただし、焦

点を求めるのに使った線は残しておくこと。

□②　図 2のようにろうそく、凸レンズ、スクリー

ンを置いたところ、スクリーン上にろうそくの

実像がはっきりうつった。このとき、図 2に示

した光が凸レンズを通ったあと、スクリーンに

達するまでの道すじを実線（―）でかき加えな

さい。ただし、作図に用いた線は消さずに残し

ておくこと。

□③　図 3のように置かれた物体を凸レンズの反対

側から見ると、物体より大きな像が見えた。こ

の像の向きと長さを、その見える位置に↑でか

き入れなさい。

図 1 矢印 スクリーン 軸凸レンズ

図 2 凸レンズ

光ろ
う
そ
く

ス
ク
リ
ー
ン

図 3 凸レンズ

物体焦点 焦点

【音の性質】

□①　音さをたたき、音の振動のようすをコン

ピュータで見ると、下の図のようになった。こ

の音さをさらに強くたたいたときの振動のよう

すを図にかき入れなさい。

【力のつり合い】

□①　図は、水平な面に置かれた立方体を表したも

ので、この物体には 2Nの重力と、2Nの垂直抗

力がはたらいている。

この 2力のう

ちの垂直抗力を

例にならって作

用点をはっきり

示し、図にかき

入れなさい。た

だし、図の 1目

盛りは 1Nを表している。

□②　図 1のように、

糸をつけた厚紙

を手で押さえな

がら、糸の両端

に質量 300gの

おもりをつるした。手を離すと、厚紙は回転し

て、図 2の状態で静止した。厚紙にはたらく力

を図 2にかき入れなさい。ただし、質量 100g

の物体にはたらく重力の大きさを 1Nとする。

振
動
の
幅

時 間

0

（例）

厚紙糸

お
も
り

図 1

厚紙

（1目盛りは 1Nを表す。）

図 2
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●まとめの問題

◆　身の回りの物理現象のまとめ

【光の反射】

1 図 1 のように、部屋の壁に「ア」「イ」「ウ」
「エ」の各 1文字を書いた紙をはり、位置Ａか

ら鏡にうつる文字を見た。図 2は、図 1を真

上から見て表したものである。次の問いに答

えなさい。

□⑴　位置Ａから見て、鏡にうつっていた文字はア～エのどれか。すべて書き

なさい。 ［　　　　　　　　］

□⑵　図 3のように、鏡に向かって位置Ｂから位置Ｃまで両手を広げて移動し、

鏡にうつる自分の像を観察した。位置Ｂでは両手の先端が鏡の両端にう

つっていた。位置Ｃで見えた像はどうだったか。次のア～エから 1つ選びなさい。

ア　位置Ｂで見えた像と同じ大きさに見え、両手の先端が鏡の両端にうつっている。 ［　　　］

イ　位置Ｂで見えた像と同じ大きさに見え、両手の先端が鏡の両端にうつっていない。

ウ　位置Ｂで見えた像より大きく見え、両手の先端が鏡の両端にうつっている。

エ　位置Ｂで見えた像より大きく見え、両手の先端が鏡の両端にうつっていない。

2 図のように、水平な台の上に 90°に開いた 2枚の鏡と鉛筆を置いて正面
から見たところ、位置Ａ～Ｃに鉛筆がうつっていた。次の問いに答えなさ

い。

□⑴　位置Ｂにうつっていた鉛筆の像として適当なものはどれか。次のア～

エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

□⑵　鉛筆を矢印の向きに動かすと、位置Ａ、Ｃにうつっていた像はどの向きに動くか。正しい組み合わせを

次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　ａ、ｃ　　　イ　ａ、ｄ　　　ウ　ｂ、ｃ　　　　エ　ｂ、ｄ

【光の屈折】

１ 図 1 のように、水面に対してななめになるよう
にカメラを固定し、水底に置いたガラス玉を撮影

した。図 2は、そのカメラで撮影した写真を模式

的に示したものである。次の問いに答えなさい。

ただし、水底のガラス玉から出た光は、図 1のよ

うに水と空気の境界線で折れ曲がって進み、カメ

ラに入るものとする。

□⑴　図 1の角Ｘのことを何というか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　カメラをそのまま固定して、水がないときに撮影すると、ガラス玉のうつる位置は水があるときに比べ

てどの方向にずれるか。図 2のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

□⑶　カメラにうつされたガラス玉の像のように、光が像の位置に集まってできたものではなく、光が像の位

置から出てくるように見えるときの像を何というか。 ［　　　　　　　　］

図 2図 1

鏡
鏡

Ａ Ａ

ア イ ウ エ
ア イ ウ エ

図 3

鏡
ＢＣ

鉛筆を動かす向き

Ｂ

Ａ Ｃb

a

c

d

ア イ ウ エ

図 2図 1

水

水底
ガラス玉

カメラ
上 上

下

下

入射角

空気
Ｘ

ア

イ

ウ

エ
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159◆　身の回りの物理現象のまとめ

２ 厚紙の上に直方体のガラスを置き、点Ｐから光源装置の光をその側面に当
てた。図は、そのときのようすを真上から見たものであり、Ｐからかかれた

矢印のついた実線は光の道すじの一部を表したものである。次の問いに答え

なさい。

□⑴　点Ｐからの光がガラスを通って進む光の道すじはどのようになるか。次

のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

□⑵　次の文の①、②の（　　）の中から、それぞれ適当なものを 1つずつ選びなさい。また、③にあてはまる

適当な語句を答えなさい。 ①［　　　］　②［　　　］　③［　　　　　　　　］

光が①（ア　空気中からガラス中に　　イ　ガラス中から空気中に）進んでいるとき、入射角をしだいに

②（ア　大きく　　イ　小さく）すると、やがて屈折して進む光がなくなり、光がすべて反射するようにな

る。このような現象を ③ といい、この現象を利用したものに光ファイバーがある。

【凸レンズによる屈折】

１ 図は、凸レンズの軸に平行な 2本の光線Ａ、Ｂが、凸レンズ
に向かって進んできたようすを表したものである。次の問いに

答えなさい。

□⑴　このあと光線Ａ、Ｂが進む道すじを、Ａは実線（―）、Ｂ

は破線（------）で、それぞれ矢印に続けてかきなさい。

□⑵　焦点距離とはどのような距離か。次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　凸レンズの 2つの焦点の間の距離　　　イ　凸レンズの手前の表面と焦点の間の距離

ウ　凸レンズの中心と焦点の間の距離　　　エ　凸レンズの奥の表面と焦点の間の距離

２ 図は、ろうそくの先端Ａから出た光が焦点Ｆを通って、凸
レンズに入射したようすを表したものである。次の問いに答

えなさい。ただし、図の方眼の 1目盛りは 5cmを表している。

□⑴　この凸レンズの焦点距離は何cmか。 ［　　　　　　　］

□⑵　図の凸レンズのもう 1つの焦点の位置を黒丸（●）で示し

なさい。

□⑶　Ａから出た光は焦点Ｆを通って凸レンズに入射したあとどのように進むか。図中にかき入れなさい。

３ 太陽は地球から遠く離れているため、地球にとどく太陽の光は平行な光であると考えてよい。
次の問いに答えなさい。

□⑴　ろうそくの炎の光が平行な光かどうかを凸レンズで調べる実験方法を、簡単に書きなさい。

　　［ ］

□⑵　⑴で答えた実験を行うとどのようなことがことがわかるか。簡単に書きなさい。

　　［ ］

PPPP エア イ ウ

凸レンズ

凸レンズ
の軸

焦点 焦点

Ｂ
Ａ

Ａ

Ｆ
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160 ◆　身の回りの物理現象のまとめ

【凸レンズによる像】

１ 図 1 のように、Ｆ形に光る光源をものさしの 0cmの位置に固
定し、凸レンズをものさしの 8cm、16cm、24cm、36cmの位置

に置いて、ついたての位置を変えて凸レンズによってついたてに

できる像について調べた。表はその結果をまとめたものである。

次の問いに答えなさい。

□⑴　凸レンズの位置が 8cmのとき、ついたてに像ができなかったが、ついたての方から凸レンズをのぞく

と像が見えた。この像を何というか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　凸レンズの位置が 24cmのとき、光源側

から見たついたてにできた像の見え方を、

右のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

□⑶　図 2は、凸レンズの位置が 24cmのとき、光源の上端に

ある点Ｐから出た光が進む道すじを模式的に表したもので

ある。点Ｐから出た 3本の光の道すじを図 2にかき入れな

さい。

□⑷　この凸レンズの焦点距離は何cmか。 ［　　　　　　　］

□⑸　表の①、②にあてはまるものはどれか。次のア～ウから

それぞれ 1つずつ選びなさい。 ①［　　　］　②［　　　］

ア　実物より小さい。　　　イ　実物と同じ。　　　ウ　実物より大きい。

２ 図は、ろうそくから出た光の一部が凸レンズによって
屈折し、スクリーンに像をつくっているときのようすを

表したものである。次の問いに答えなさい。

□⑴　図のようにスクリーンにうつすことのできる像を何

というか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　図のようにろうそくの先端から凸レンズの焦点に向

かって進んできた光は、凸レンズを通過後、図中のど

の向きに進むか。図のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

【音の性質】

1 音の伝わり方や音の性質の説明として正しいものはどれか。次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］
ア　音源があれば、真空中でも音は聞こえる。

イ　音の速さと光の速さは、ほぼ同じである。

ウ　音は固体中でも液体中でも伝わる。

エ　音が空気中を伝わるとき、空気そのものが移動している。

図 1
凸レンズ

ものさし

ついたて

光源

0cm

凸レンズの位置〔cm〕 8 16 24 36

ついたての位置〔cm〕 像はできない 64 48 54

像の大きさ（実物との比較） 調べられない ① 実物と同じ ②

ア イ ウ エ

図 2 凸レンズ

光源 光軸

P

ものさしの目盛り〔cm〕
0 8 16 24 32 40 48 56

ア

イ

ウ

エ

焦点 焦点
像

ろ
う
そ
く

ス
ク
リ
ー
ン

□
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161◆　身の回りの物理現象のまとめ

２ 図 1 のようにコンピュータとマイクロホンをつなぎ、振動数 880Hzの音さXと
振動数 440Hzの音さYを、それぞれ弱くたたいたときと強くたたいたときに出

る音を記録した。図 2のA～Dは、記録された音の波形である。ただし、横軸

は時間、縦軸は振幅で、1目盛りはどれも同じである。あとの問いに答えなさい。

□⑴　実験で、音さXを強くたたいたときの記録はどれか。図 2のA～Dから 1つ選びなさい。 ［　　　］

□⑵　次の文は、実験の結果をもとに、図 3を使い、音の高さと音の波形の関

係について述べたものである。①、②の（　　）の中から、それぞれ適当な

ものを 1つずつ選びなさい。 ①［　　　］　②［　　　］

音の大きさが同じ場合、音の高さは、図 3の①（ア　Pの幅　　イ　Q

の幅）に表れており、高い音ほど幅は②（ア　小さく　　イ　大きく）なる。

□⑶　振動数 220Hzの音さZを用意し、図 2のCと同じ大きさの音になるよう

にたたくと、どのような波形になると考えられるか。図 4上に、波形を●

からかきなさい。ただし、目盛りのとり方は図 2のA～Dと同じである。

3 図 1 のように、太い弦 3本と細い弦 2本の一端を固定し、もう一方の端におもりを下げ、弦を水平に張っ
た。それらの弦のＡまたはＢの位置に木片をはさみ、表のア～オのように条件を整えた。

弦の固定部分と木片の間の弦をはじき、その波形を

コンピュータで記録した。図 2、図 3は、その波形の

うちの 2つを示したものである。次の問いに答えなさ

い。ただし、この弦の材質はすべて同じで、弦の張り

の強さはおもりの数で変わるものとする。

□⑴　図 2の波の振動数は 200Hzであった。図 3の波の振動数は何Hzか。ただし、図 2と図 3の横軸は時間、

縦軸は振幅で、1目盛りはどちらも同じである。 ［　　　　　　　　］

□⑵　図 2、図 3の横軸の 1目盛りは何秒か。 ［　　　　　　　　］

□⑶　弦の太さと音の高さの関係を調べるには、表のア～オのどれとどれを比べるとよいか。その組み合わせ

をすべて書きなさい。 ［　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑷　この実験では、同じ高さの音が出たものがあった。それは表のア～オのうちのどれとどれか。その組み

合わせを 1つ書きなさい。 ［　　　　　　　　］

図１

音さY
音さX

DCBA図 2

QQ
PP

図 3

図 4

図 1

図 2 図 3

おもり

弦の固定部分

滑車

木片の位置Ｂ

木片の位置Ａ

ア イ ウ エ オ弦の太さ 木片の位置 おもりの数

ア 太い A 1個

イ 太い A 2個

ウ 太い B 2個

エ 細い A 2個

オ 細い B 2個
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162 ◆　身の回りの物理現象のまとめ

4　次の問いに答えなさい。
□⑴　たいこの音が校舎の壁で反射し、たたいた

地点にもどってくるまでの時間を測定した。

右の表は、図 1のA点でたいこをたたいた

ときと、A点からさらに 68m離れたB点で

たたいたときの結果をまとめたものである。

このときの音の速さは何m/sか。 ［　　　　　　　　］

□⑵　図 2のように、P点とQ点で花火を観察した。花火

が開く瞬間に、中心Oで光が見えてからP点で音が聞

こえるまでに 5.0 秒かかり、Q点で音が聞こえるまで

に 8.0 秒かかった。P点から中心Oまでの距離は

1750mであった。

□①　花火が見えてから音が聞こえるまでの時間に音の速さをかけると、花火が開いた中心Oまでの距離が

わかる。この理由を説明したものとして最も適当なものはどれか。次のア～ウから 1つ選びなさい。

ア　光の速さは、音の伝わる速さよりもはるかに速いため。 ［　　　］

イ　光の速さは、音の伝わる速さよりもはるかに遅いため。

ウ　光の速さと音の伝わる速さはほぼ等しいため。

□②　Q点から花火が開いた中心Oまでの距離は何mか。 ［　　　　　　　　］

【力のはたらき】【力のつり合い】

１ 水平面上に板を置き、その上にアクリルのパイプを垂直に立て、パイプの内
側に 2個の磁石Ａ、ＢをS極が向かい合うように入れたところ、磁石Ａは浮い

た状態で静止した。図の矢印は、このときの磁石や板にかかる力の一部を表し

たものである。図中の矢印ア～エのうち、次の⑴～⑶にあてはまるものはどれ

か。それぞれ 1つずつ選びなさい。

□⑴　磁石Ａにはたらく重力 ［　　　］

□⑵　磁石Ｂから磁石Ａにはたらく磁力 ［　　　］

□⑶　磁石Ｂが下の板から受ける垂直抗力 ［　　　］

２ ばねばかりに円筒形のおもりを質量の無視できる細い糸でつり下げた
ところ、ばねばかりは 0.8Nを示して静止した。次の問いに答えなさい。

□⑴　おもりには重力がはたらいているのに、落下することなく空中に静

止したのはなぜか。簡単に書きなさい。

 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□⑵　右の図に、おもりにはたらく重力を表す矢印をかきなさい。ただし、

方眼の 1目盛りは 0.2Nを表すものとする。

□⑶　ばねばかりは重さを測定する器具であるが、地球上では、質量を測

定する器具として代用できる。これは、質量と物体にはたらく重力の

大きさの間にどのような関係があるためか。簡単に書きなさい。

 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
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163◆　身の回りの物理現象のまとめ

3　図 1のように、長さ 7.0cmのばねをつるした。図 2のように、
このばねに、質量 10gのおもりを 1個つるしたところ、ばねの

長さは 8.6cmになった。さらに、このばねに、同じ質量のおも

りを 2個、3個、4個、5個と 1個ずつ増やしてつるしていき、

ばねを引く力の大きさとばねの長さを調べた。次の表は、その

結果をまとめたものである。あとの問いに答えなさい。ただし、

100gの物体にはたらく重力の大きさを 1Nとする。

□⑴　図 3の矢印は、おもりにはたらく重力を表したも

のである。この力とつり合う力を表す矢印を図 3に

かきなさい。ただし、力を表す矢印は、力の作用点

を・で表し、作用点から力の向きにかくこと。

□⑵　表の測定値をもとにして、力の大きさとばねのの

びの関係を表すグラフを図 4にかきなさい。

□⑶　このばねを用いて、重力のはたらく方向に力を加えたところ、ばねの長

さが 12.6cmになった。このとき、ばねに加えた力の大きさは何Nか。

 ［　　　　　　　　］

□⑷　質量 135gの物体Xを、月面上でこのばねにつるすと、ばねののびは何

cmになるか。また、物体Xを、月面上で上皿てんびんにのせると、何g

の分銅とつり合うか。ただし、月面上で物体にはたらく重力は、地球上の重力の 1―6 になるものとする。

 ばねののび［　　　　　　　　］　分銅の質量［　　　　　　　　］

4　図 1のような装置を用いて、ばねを引く力の大きさと、
ばねののびの関係を調べた。強さの異なる 2本のばねXと

ばねYを用意し、ばねXについて、つるす同じ質量のお

もりの個数を増やしながら、ばねののびを測定した。次に、

ばねYについて、同様にして、ばねののびを測定した。

図 2は、実験の結果をもとに、つるしたおもりの個数とば

ねののびの関係をグラフに表したものである。次の問いに

答えなさい。

□⑴　次の文は、実験の結果から、ばねの性質について述べたものである。文中の①にあてはまる語句を、②

にあてはまる数値を答えなさい。 ①［　　　　　　　　］　②［　　　　　　　　］

ばねののびとばねを引く力の大きさとは ① している。また、ばねXとばねYののびを同じにするた

めには、ばねYを引く力の大きさの ② 倍の力でばねXを引けばよい。

□⑵　実験で用いたおもりとは異なる 2個のおもりP、おもりQとばねZを用意した。図 1の装置を用いて、

ばねXにおもりPをつるしたところ、ばねののびは 4.5cmであった。次に、ばねYに取りかえ、おもりQ

をつるしたところ、ばねののびは 2.4cmであった。実験で用いたおもりを 1個つるすとばねののびが

1.4cmになるばねZに、おもりPとおもりQを同時につるすと、ばねののびは何cmになると考えられるか。

 ［　　　　　　　　］
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164 ◆　探究問題　身の回りの物理現象の探究問題

◆ 探究問題 身の回りの物理現象の探究問題
１ 凸レンズを用いて、光の進み方を調べる実験について、あとの問いに答えなさい。
〔実験〕 1 ．図 1のように、凸レンズ、高さ 12cmの物体、一辺が 20cmの正方形のスクリーンを使い、凸レン

ズによってできる物体の像について調べた。物体は、凸レンズの軸の位置に中心がくるようにして、

軸に対して垂直に置き、常に凸レンズの左側に置く。このとき、図 1のａとｂをいろいろに変えて、

はっきりとした像がうつるスクリーンの位置を調べた。図 2はその結果をまとめたグラフである。

 2 ．はっきりとした像がうつる位置にスクリーンを動かしたとき、続いて図 3

のように、凸レンズの下半分を、光をさえぎるように黒い紙でおおった。

 3 ．凸レンズから 30cmの位置に物体を置き、そこから物体を 2cm/sの速さで

凸レンズに近づけていった。また、はっきりした像がうつるように、スク

リーンも同時に動かした。すると、やがて像はうつらなくなった。

□⑴　実験の 1について、次のア～エのうち、スクリーンにうつる像の向きとして最も適当なものはどれか。

1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　物体と同じ向き　　　　　　　　イ　物体と上下だけが逆向き

ウ　物体と左右だけが逆向き　　　　エ　物体と上下左右が逆向き

□⑵　実験の 1について、スクリーンに物体と同じ大きさの像ができたとき、ａとｂの距離は同じであった。

実験で使った凸レンズの焦点距離は何cmか。 ［　　　　　　　　］

□⑶　実験の 2について、黒い紙でおおう前の像と比べて、スクリーンにはどのような形の像がうつったか、

最も適当なものを次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　明るさは同じで上半分の像　　　イ　明るさは同じで下半分の像

ウ　明るさは暗く、形は同じ像　　　エ　明るさも、形も同じ像

□⑷　実験の 3について、図 2のグラフをもとに調べた。

□①　はっきりとした像がうつるようにするために、スクリーンはどのように動かしたか。また、物体が凸

レンズに近づくほどスクリーンを動かす速さはどのようになったか。それぞれ書きなさい。

 　動かし方［ ］

 動かす速さ［ ］

□②　物体とスクリーンを動かしていくと、やがて物体の像がスクリーンにうつらなくなった。さらに物体

を凸レンズに近づけたあと、スクリーンの側から凸レンズをのぞくと、物体より大きな像が見られた。

□ⅰ　この像を何というか、書きなさい。 ［　　　　　　　　］

□ⅱ　物体の像がスクリーンにはじめてうつらなくなるのは、物体を動かし始めて何秒後か。

 ［　　　　　　　　］
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165◆　探究問題　身の回りの物理現象の探究問題

学習日▶　　 /

2 音について、次の問いに答えなさい。
□⑴　図 1は、ある 2つの音ａ、ｂを、コンピュータの画面上に表した

ものである。

□①　図のａの音の振動数は何Hzか。 ［　　　　　　　　］

□②　ａの音の高さと大きさは、ｂの音と比べてどうなっているか。

次のア～ウからそれぞれ 1つずつ選びなさい。

 高さ［　　　］　大きさ［　　　］

［高　さ］　ア　ｂより高い。　　　　イ　ｂより低い。　　　　ウ　ｂと同じ。

［大きさ］　ア　ｂより大きい。　　　イ　ｂより小さい。　　　ウ　ｂと同じ。

□⑵　弦の太さが等しい 4台のモノコードを用いて図 2の

装置をつくり、弦を張る強さや長さを変えて弦をはじ

き、音の高さを比べた。ただし、おもり 1個の重さは

等しく、弦ABの中央部をはじくものとする。

□①　モノコードや音さなどのように、音を発生させる

ものを何というか。 ［　　　　　　　　］

□②　最も高い音が出るモノコードはどれか。図のア～

エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

□③　②のモノコードが、最も高い音が出るのはなぜか。

次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　弦の振動の幅が最も大きいから。　　　イ　弦の振動の幅が最も小さいから。

ウ　振動数が最も多いから。　　　　　　　エ　振動数が最も少ないから。

3 同時にスタートさせたストップウォッチを持ったＡ、
Ｂ、Ｃ、Ｄが、図のように一直線上に立ち、ちょうど

30.0 秒を示したときに、Ａは号砲を鳴らした。Ｂは 1

回目の音が聞こえたときにストップウォッチを押し、

Ｃは 1回目の音が聞こえたとき、Ｄは 2回目の音（校

舎のかべではね返った音）が聞こえたときにストップ

ウォッチを押した。このときＢのストップウォッチは 30.5 秒を、Ｃのストップウォッチは 30.8 秒を、Ｄの

ストップウォッチは 32.0 秒を記録した。次の問いに答えなさい。ただし、音の速さは一定であった。

□⑴　Ｃが聞いた 2回目の音は、1回目の音より小さく聞こえた。これはなぜか。次のア～エから 1つ選びな

さい。 ［　　　］

ア　1回目より 2回目の音のほうが、振動の幅が大きいから。

イ　1回目より 2回目の音のほうが、振動の幅が小さいから。

ウ　1回目より 2回目の音のほうが、1秒間の振動の回数が多いから。

エ　1回目より 2回目の音のほうが、1秒間の振動の回数が少ないから。

□⑵　このときの音の速さは何m/sか。 ［　　　　　　　　］

□⑶　同じ位置に立つＣとＤは校舎のかべから何m離れているか。 ［　　　　　　　　］

図 1

ａ

ｂ

０ 0.002 0.004 0.006 0.008
〔秒〕

図 2
ア

Ａ

モノコード

滑
車
お
も
り

Ｂ

Ａ Ｂ Ａ Ｂ

Ａ Ｂ
イ

ウ エ

170m

ＢＡ Ｃ, Ｄ

校
舎
の
か
べ

SAM
PLE



166 ◆　探究問題　身の回りの物理現象の探究問題

4 おもりをつるしたときの、おもりの質量とばねの長さの関係が、図 1
のようになっているばねＡとばねＢがある。次の問いに答えなさい。た

だし、ばねの重さは考えないものとする。

□⑴　おもりをつるしていないときの、ばねＡの長さは何cmか。

 ［　　　　　　　　］

□⑵　ばねＢに 200gのおもりをつるすと、ばねの長さは何cmになるか。

 ［　　　　　　　　］

□⑶　ばねにおもりをつるすとばねはのびるが、おもりをはずすとふたた

びもとの長さにもどる。このように、変形した物体がもとにもどろう

とする力を何というか。 ［　　　　　　　　］

□⑷　図 1からわかるように、ばねののびはばねに加えた力の大きさに比例する。

□①　ばねののびがばねに加えた力の大きさに比例することを述べた法則を何というか。

 ［　　　　　　　　］

□②　60gのおもりにはたらく重力の大きさは何Nか。ただし、質量 100gの物体にはたらく重力の大きさ

を 1Nとする。 ［　　　　　　　　］

□③　重力は地球からすべての物体にはたらく力であり、物体が離れているときでもはたらく力である。次

のうち、物体が離れているときでもはたらく力はどれか。次のア～エからすべて選びなさい。

ア　摩擦力　　　イ　垂直抗力　　　ウ　電気の力　　　エ　磁石の力 ［　　　　　　　　］

□⑸　図 2～4のように、ばねＡ

におもりＸをつるした。図 2

では、ばねＡの長さは 15cm

になった。ただし図のばねの

長さは、正確にかかれている

とはかぎらない。

□①　おもりＸは何gか。 ［　　　　　　　　］

□②　図 3のように、2本のばねＡにおもりＸを 1個つるしたとき、ばねＡ 1本

あたりには、おもりＸの半分の質量がかかっている。ばねＡ 1本あたりの長

さは何cmになっているか。 ［　　　　　　　　］

□③　図 4のように、2本のばねＡにおもりＸを 2つつるしたとき、図の㋐と㋑

の長さはそれぞれ何cmになっているか。

 ㋐［　　　　　　　　］　㋑［　　　　　　　　］

□④　図 3の一方のばねＡをばねＢにかえ、おもりＸをおもりＹにかえたところ、

ばねＡとばねＢの長さが同じになった。おもりＹは何gか。 ［　　　　　　　　］

□⑤　図 4の下のばねＡをばねＢに、下のおもりＸをおもりＹにかえると、ばねＡとばねＢの長さはそれぞ

れ何cmになるか。 Ａ［　　　　　　　　］　Ｂ［　　　　　　　　］
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167◆　探究問題　身の回りの物理現象の探究問題

5 図のように、水平な床の上に質量 500gの物体Ａを置き、その上に質量 200g
の物体Ｂを置いた。次の問いに答えなさい。ただし、質量 100gの物体にはた

らく重力の大きさを 1Nとする。

□⑴　物体Ａにはたらいている力をすべて表したものとして、最も適当なものを

次のア～オから 1つ選びなさい。 ［　　　］

□⑵　物体Ｂが物体Ａから受ける力の大きさは何Nか。次のア～オから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　1N　　　イ　2N　　　ウ　3N　　　エ　4N　　　オ　5N

6 図は、荷物を押しているＡさんを表している。このとき荷物は静止し
ており、図の矢印ア～クは、荷物、Ａさん、地面にはたらく力のうちの

いずれかを表している。次の問いに答えなさい。ただし、矢印の長さは

力の大きさとは関係なく、すべて同じ長さでかいてある。

□⑴　荷物にはたらく力を表した矢印を、図のア～クからすべて選びなさ

い。 ［　　　　　　　　］

□⑵　Ａさんにはたらく力を表した矢印を、図のア～クからすべて選びなさい。 ［　　　　　　　　］

□⑶　図の力を表した矢印のうち、つり合いの関係にある 2力はどれか。適当な組み合わせを、図のア～クか

らすべて選びなさい。［ ］

7 図のように、天井からおもりをひもでつるして、静止させた。このときおもりにはた
らく力を矢印で表した。次の問いに答えなさい。ただし、質量 100gの物体にはたらく

重力の大きさを 1Nとする。

□⑴　図について説明した次の文中の空欄①～③にあてはまる語句や数として、最も適当

な組み合わせをあとのア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

上向きの矢印Ａは、（　①　）で、下向きの矢印Ｂは（　②　）を示している。おもり

の質量が 50gの場合、（　②　）の大きさは（　③　）である。

① ② ③
ア 重力 ひもが引く力 50N
イ ひもが引く力 重力 50N
ウ 重力 ひもが引く力 0.5N
エ ひもが引く力 重力 0.5N

□⑵　ひもにつるすおもりの質量を 50gから 100gにして静止させた。このとき上向きにはたらく力Ａの大き

さはどうなるか。次のア～エから 1つ選びなさい。 ［　　　］

ア　半分になる。　　　イ　2倍になる。　　　ウ　4倍になる。　　　エ　変化しない。
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